別記様式（第３条関係）

会　議　録（１）〈要約〉
	会議の名称
	第１回桶川市振興計画審議会

	開催日時
	令和２年２月２３日（日）

（開会）午後２時００分・（閉会）午後４時１５分

	開催場所
	桶川市役所　会議室３０３、３０４

	主宰者の氏名
	企画財政部企画調整課

	議長の氏名
	大沢会長

	　出席者氏名

（委員）
	岩﨑委員、岡野委員、新妻委員、井上委員、秋山委員、
水村委員、小峯委員、中村委員、加藤委員、永井委員

	欠席者氏名

（委員）
	吉田委員

	説明員氏名
	企画財政部企画調整課、ランドブレイン株式会社

	事務局職員

職名及び氏名
	企画財政部　川邉部長、本庄副部長
企画調整課　向井課長、篠原係長、宇賀神主任、栗原主事、須賀主事補

	会

議

事

項
	議　題
	

	
	１.開会
２.会長・副会長選出

３.議事
（１）桶川市第五次総合振興計画について
（２）(仮称)桶川市第六次総合振興計画の策定について
（３）その他
４.事務連絡等


	
	決定事項等
	

	
	・会長は大沢委員、副会長は水村委員に決定。
・次回、将来都市像などについて、統計データなどの基礎資料に基づき審議を行う。
・第２回振興計画審議会は、令和２年５月１６日（土）１８時から開催予定。

	配布資料
	【資料１】桶川市第五次総合振興計画について

【資料２】(仮称)桶川市第六次総合振興計画の策定について

【参考資料１】桶川市振興計画審議会条例・委員名簿

【参考資料２】市民意識調査結果（単純集計）


	
	


会　議　録（２）

	議　事　の　経　過

	発言者
	発　言　内　容

	議題（１）桶川市第五次総合振興計画について

	事務局
	資料１に基づき、桶川市の総合振興計画、第五次総合振興計画の概要、第五次総合振興計画の進捗状況について説明。

	委員
	人口減少がマイナス要因として示されていますが、人口が減少しているから人口を増やしましょうという単純な話ではないと考えます。人口が減ることによるマイナスの要因とは何か、人口が増えることの効果や影響について整理した上で進めていく必要があると思います。

	事務局
	　国の地方創生では、人口減少の速度を緩やかにしていき、２０６０年には１億人程度の人口を維持することを目指しています。生産年齢人口の減少により財政環境にも影響を及ぼし、地域の活気や地域コミュニティの維持が課題になると考えられます。総人口の増減だけでなく、人口動態も考える必要があるのではないかと思います。人口減少社会では、これまでの拡大と成長から、成熟と維持という視点が重要になってくるものと考えます。

	委員
	第一次振興計画では、約２倍の人口増を目標人口に設定しています。第三次でも約１.７倍の人口増を目標にしており、第五次の目標人口は１.０２倍の７７，０００人としています。人口増の要因として、転入者を増やそうとしたのか、あるいは出生を伴った人口増加を目指したのか、その背景が分かれば教えてください。

	事務局
	第五次振興計画では、土地区画整理事業を推進することにより、一定数人口が増えていくという推計を加味しています。第三次等の経緯についても、確認して次回以降でお示ししたいと思います。

	会長
	全体のトレンドとして、東京への一極集中により首都圏の人口は、増え続けており、傾向として圏央道の内側（以南）地域は、人口増または横ばいとなっています。今後は、人口が増えるだけでなくライフスタイルの質を良くしていくことに着目し、例えば夜間人口でなく昼間人口についての視点や、住んでいる人はどのように活動をしているのかを把握することが重要です。昨今の活動量の指標では、高齢者より若者世代が低く、外出率が少ないのは２０歳代と言われています。今までの人口推計は夜間人口ベースでの考え方ですが、これからはアクティブな人口、昼間人口の視点を考える必要があり、単に人口の増減だけを捉えると見誤ってしまうと考えます。次回以降、詳しく議論したいと思います。

	委員
	　都心に近いことによってベッドタウン化し、消費が市外へ流出しやすくなっているといった課題も考えられます。そのような経済的な構造が分かる情報があるとよいです。また、桶川市は横に長い地理になるので、地区によっては近隣自治体の影響を受けると考えられます。広域の視点も踏まえ、議論していく必要があります。

	事務局
	　圏域という視点もありますので、近隣の自治体の状況なども次回お示ししたいと思います。

	会長
	都市計画道路の計画などは、隣接する自治体と整合が図れていないケースもあります。隣接する自治体の土地利用計画なども整理いただきたいと思います。

	委員
	５Ｇが話題となっていますが、今後、テレワーク等により勤務形態や交流人口の状況が変化すると思われます。人口の総数を見るだけでなく、消費に着目した人口動態も議論する必要があると思います。

	事務局
	働き方改革により、テレワークなどの先進事例が増えてきています。今後、ＡＩをはじめとした未来技術の発展により働き方も含め市民の価値観も変化していくものと思われます。人口増減の議論だけでなく、人口動態や市民の生活の豊かさという視点も含め議論して頂ければと思います。

	会長
	ＡＩなどの技術革新により、多様化するライフスタイルやビジネススタイルについて、様々なニーズを実現できる時代となっています。今回の新型コロナウイルスを契機として、テレワークを本格的に導入していく企業も増加すると思います。自宅で仕事をする、または最寄りのサテライトオフィスで仕事をするなど、様々な働き方があると思います。そういった働く場所を確保できると良いかもしれません。現状と課題を踏まえ、何が必要か議論できればと思います。

	副会長
	産業構造や税収について議論することも重要です。税収が減少すると、やりたい施策があっても実施できません。将来の財政環境も含め議論していきたいと思います。

	事務局
	今回、頂戴したご意見を踏まえ、必要な情報を次回の会議資料として整理いたします。桶川市は都心へ通勤されている方が多い状況です。一方で、職住近接など多様な生活スタイルに応じていく必要もあります。生産年齢人口の減少による税収への影響なども含め、議論していただければと思います。

	副会長
	上尾道路沿道の土地利用について議論が必要です。現在の状況は沿道を生かしきれていないと思います。幹線道路が開通しても地域に何の変化も生じない状況になってしまいますので、ぜひ議論したいと思います。

	会長
	昨今、人の動きだけでなく、モノの動きも変化しています。例えば、スーパーで買い物をして帰るのではなく、ネットで注文し宅配してもらうサービスも増えています。そうなると、それを支える新たな産業基盤が必要になります。ライフスタイルの変化と産業構造の変化をどのようにとらえるか、今後、議論していきたいと思います。

	委員
	将来的には、外出して買い物をする必要がない時代になると思います。また、車やバスも運転手がいなくなり、無人で走る時代になると思います。ＡＩなどについて、考え方はありますか。

	事務局
	国は、生産年齢人口の減少に伴う生産性の低下を、ＡＩなど未来技術によって補うこととしています。また、国の研究会では、日本の高齢者の人数がピークを迎える２０４０年頃、自治体は現在の半分の職員数で行政サービスを維持する必要があるとしています。
Ｓociety５.０など新しい潮流をどのように計画に盛り込むのか難しい面もありますが、将来都市像を考える上で議論していく必要があると考えています。

	委員
	今後、高齢社会の進展に伴い労働者が減少していきます。そういった問題も考えなくてはならないと思います。

	会長
	高齢化により、公共交通の一翼を担うバスについて、運転手不足が問題となっています。また、後継者など担い手不足により経営が立ち行かなくなるといった事例が顕在化しています。そういった窮状をＡＩなど革新的な技術が補うといった考え方があります。都市経営の観点から担い手の在り方を考えていきたいと思います。

	議題（２）(仮称)桶川市第六次総合振興計画の策定について

	事務局
	資料２、参考資料１、参考資料２に基づき、(仮称)桶川市第六次総合振興計画の策定及び市民意識調査について説明。

	委員
	参考資料２の設問３では「住み続けるつもりでいる」が約６０％となっていますが、回答者の内訳として居住年数が２０年以上の方が多く、居住年数５年未満の方は１０％未満となっています。持ち家の方は余程のことがない限り住み続けると思いますが、持ち家でない方、居住年数が浅い方がどのように考えているのか、そのような方々が桶川市に住んでみて、引き続き桶川市に定住したいと考えているのか、また、そうでない場合、その原因は何かを把握する必要があります。転勤など事情がないかぎり住み続けたいと思う方を増やしていくことが重要だと思います。

	事務局
	今回は単純推計をお示ししましたが、次回は属性毎にクロス集計を行い資料としてお示ししたいと思います。

	委員
	参考資料２の設問３で「事情が許せば転出したい」「転出するつもりでいる」を選んだ方の理由の多くが、設問４「通勤・通学・日常の買い物が不便だから」となっています。この結果は、都心まで４０㎞圏に位置する桶川市が通勤や通学に便利という立地特性に反しています。
どのような状況の方々が回答しているのか、分析する必要があります。
また、全国的にみて、人口が増加している地域では、教育や子育て環境に特化しているところが多い印象があります。茨城県つくば市、千葉県流山市などは人口が増加している自治体ですが、そういった自治体は、子育て環境の良さをＰＲしています。今回の意識調査の結果では、子育て環境を充実させてほしいという意見もありますので、ぜひその点も議論できればと考えます。

	委員
	川田谷地区の人口減少の推計に驚いています。市街化調整区域の農地についてはどのような考えがありますか。

	事務局
	資料１、Ｐ１２都市計画図中、白い部分が市街化調整区域となっており、市街化を抑制する区域です。国では、農業人口が減っている中で農地を集約化するといった考えがあります。川田谷を含む市街化調整区域は、市街化を抑制する区域のため、人口減少は著しい状況です。地域コミュニティなども含め、市街化調整区域の在り方について議論が必要であると考えています。
上尾道路の沿道については、将来的な土地利用のあり方が課題となっています。土地利用の抑制と誘導、地域コミュニティの維持といった観点も踏まえ、議論していただければと考えています。

	委員
	桶川市の人口は横ばいですが、昼間は都内に出てしまう人が多い状況です。また、昼間、市外からどのくらい人がきているか、大学生の送迎バスも増えているので若者が増えているように思われます。最近、駅前は単身世帯のワンルームも増えていると感じています。どのような人達がどのような動きをしているのか、人口の動きをわかる範囲で示していただきたいと思います。

	事務局
	次回以降、資料を整理してお示ししたいと思います。桶川市は、駅を中心に同心円状に人口が分布し、都内に勤めている人が多い状況です。桶川駅の１日の利用者数（乗降客数）は５万人を超えていますが、年々減ってきています。昼夜間でみると昼間の人口は夜間に比べ少なくなっています。実際の人の動きを捉えるのは難しいですが、統計データなどにより可能な範囲で整理していきたいと思います。

	委員
	桶川市は上尾方面で買い物をする人が多いと思います。上尾市は大きなスーパーもあり、主婦は車で買い物をする印象があります。買い物に行く場所は重要で、桶川市のほか、どの地域（自治体）で消費しているのかも加味して考える必要があると思います。

	事務局
	統計等の調査結果など、わかる範囲で示していきたいと思います。

	会長
	買い物行動については、国の実施しているパーソントリップ調査の結果等で分かるかもしれません。次回そのような客観的データを準備願います。

	委員
	地区別の将来人口推計は、現状の人口を参考にしているのでしょうか。推計にあたっての前提条件について教えてください。

	事務局
	過去のトレンドから単純推計をしており、開発要因などは含めていません。

	委員
	共働き世帯が多くなっています。４０～５０歳代の方々の就業状況を示していただければありがたいです。

	事務局
	次回、お示ししたいと思います。

	会長
	子育て世代の方々が、１日にどのような活動をしているのかを把握することは重要です。子育てをしている方と、していない方では帰宅時間が異なります。例えば、子育てをしている方は１５時に子どものお迎えがあるので、帰宅する必要がある。そうなると都心で働く保護者に対し、子育て支援施設は、何時まで稼働するべきかという議論になります。桶川市のデータはないかもしれませんが、県単位など大きい単位のトレンドでも良いので、子育て世代の１日の活動データなどがあれば、次回お示し願います。

	委員
	将来人口推計の考え方について、市としてどの様な方向で考えているのか、いくつかのプランやパターンをお示しいただければと思います。

	事務局
	今回、お示しした資料は単純推計であり、開発要因等を考慮したものにはなっていません。人口減少や生産年齢人口を緩やかにするといった観点で、いくつかのパターンをお示ししていきたいと考えています。

	委員
	ワールドカフェの募集は、どのようにするのでしょうか。市の広報等を利用して募集するとのことですが、幅広い年齢層を集めるための工夫はありますか。

	事務局
	ワールドカフェは、４月の開催を予定しています。３月広報と市ホームページに掲載する予定です。生活圏域となる市内５地区に会場を設け開催する予定です。

	委員
	子育て世代の意見を求めるのであれば、幼稚園、保育所、小中学校にチラシを配布して募集をかける方法もあります。広報と市ホームページだけでは、周知が不安です。小中学校へのチラシは、５～６千枚で対応できるので、効果的だと思います。ワールドカフェを開催するということを示すだけでも良いと思います。

	会長
	ワールドカフェは良い取り組みだと思います。周知の仕方についてはぜひ工夫していただければと思います。

	委員
	基本構想に掲げる将来像について、市としてイメージしているものがあればお示し願います。資料１、Ｐ１表中、第１次から第４次までの計画では、将来都市像に「緑豊か」や「文化」をうたっています。一方、第五次総合振興計画では、「交流拠点都市」を掲げています。交流という視点は市民意識調査だけでは把握しづらいように思います。また、参考資料２の設問３４では「自然環境」や「文化」の充実希望度は低くなっています。
これまでの振興計画の経緯を踏まえ、市の方でも目指したいことや取り入れたいトレンド、押さえておきたいポイントなどがあれば、市民意識調査や将来人口推計といった基礎資料に加え、お示しいただきたいと思います。

	会長
	各振興計画の将来像については、当時の社会情勢や自治体独自の政策や課題等を踏まえ策定してきたと思います。市で考える方向性などがあれば、次回、整理してお示し願います。

	事務局
	次回整理してお示しいたします。

	委員
	施策の大綱は、ある程度継続性が求められ大きく変えてはいけないと考えています。まずは今までの計画の変遷をお示しいただきたいという主旨ですので、よろしくお願いいたします。

	事務局
	了解いたしました。

	会長
	以上をもちまして、第１回桶川市振興審議会を閉会いたします。慎重な御審議をいただきありがとうございました。


8

